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概要 
本研究は，類像性が高いとされる対乳児発話に含ま
れるオノマトペに着目し，オノマトペは触覚経験の構
造との対応が対大人発話より高いと予測した．日本語
話者 28 名を対象に，12 種類の触覚刺激に対する類似
度評定と対乳児発話，対大人発話を収集し，各条件の距
離行列を作成した．最適輸送法により構造間の対応を
分析した結果，対大人発話は触覚経験の構造と高く対
応した一方，オノマトペの対応は限定的であった．類像
性が高いとされるオノマトペであっても触覚経験の構
造を忠実に保持するとは限らないことが示唆された． 
 
キーワード：類像性，オノマトペ，触覚，対乳児発話
(Infant-Directed Speech) 

1. はじめに 

乳幼児とのコミュニケーションにおいて養育者は，

対大人発話（ADS: Adult-Directed Speech）と異なる特徴
を持つ対乳児発話（IDS: Infant-Directed Speech）を用い
る (Perry et al., 2018; Soderstrom, 2007)．IDSでは，対象
の特徴や状態を乳幼児に分かりやすく伝えるために，

オノマトペ，ジェスチャーなど多様な類像的表現を用

いることが知られている．これらの表現は，より広く記

号における類像性（iconicity）の一部として位置付けら
れ，知覚経験と意味を結びつける足場かけの役割を果

たすと考えられている(Imai & Kita, 2014; Perniss et al., 
2010; Perniss & Vigliocco, 2014)．近年では，IDSの研究
は聞き手に応じて類像的表現を調整する audience 
design の観点からも検討が進められている．例えば，
Kandemir et al. (2024) では，ADSと対幼児発話（CDS: 
Child-Directed Speech）を比較すると，CDSではADSよ
りも対象の特性を表す類像的ジェスチャー（iconic 
gesture）が多く用いられることが報告されている．この
知見は，話者が聞き手の理解を支援するために，類像的

表現を積極的に利用し，使い分けている可能性を示唆

している．このように，類像的表現は乳幼児とのコミュ

ニケーションにおいて重要な役割を果たすことが知ら

れている．一方で，類像的表現における類像性とは何か

については，いまだ十分に明らかとはなっていない．本

研究では，この問題を検討する． 
類像的表現のうち特にオノマトペに着目した研究で

は，オノマトペを利用することが語彙理解を促進する

か(Imai et al., 2008)，あるいはどのようなオノマトペが
どのような場面で用いられるか(Dingemanse, 2012) が
議論の中心となってきた．これらの研究は，類像的表現

が知覚的特徴の理解や語彙学習を促進することを示し

てきた一方で，それらの表現が知覚経験そのものをど

の程度反映しているかについては十分に検討していな

い．例えば，ざらざらというオノマトペは，具体的な触

覚体験に対してどれほど類像的であるかを定量的に評

価した研究はない．近年では，知覚経験と言語表現との

対応を定量的に評価するため，刺激間の関係構造に着

目して類像性を捉える構造アプローチが注目されてい

る(Kawakita et al., 2025; Moriguchi et al., 2025)．構造アプ

ローチでは，刺激間の類似関係から得られる距離構造

を知覚空間の構造として捉え，構造間の対応を検討す

る．このアプローチを用いることで，個々のオノマトペ

がどのような特徴量を表しているかではなく，オノマ

トペおよび IDS，ADSが知覚経験の構造とどの程度対
応する構造を持っているかを検討することが可能とな

る． 
そこで本研究では，構造アプローチを援用し、類像性

を知覚経験と言語表現という異なる空間の構造的対応

として捉える．本研究では，この構造的アプローチの観

点から，オノマトペが類像的表現として知覚経験をど

の程度反映しているかを検討する．知覚経験の中でも

触覚は，硬さ，粗さ，湿り気など複数の特徴次元から構

成される複雑な知覚経験であり(Okamoto et al., 2013)，
その言語化にはオノマトペが広く用いられる(Akita, 
2009; Hamano, 1986)．日本語では，触覚を表す語彙の多
くがオノマトペによって構成されており(Hamano, 
1986)，オノマトペは触覚経験を表現する主要な言語資

源となっている．このことから，触覚は言語表現が知覚
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経験をどのように反映するのかを検討する上で適した

対象であると考えられるため，触覚オノマトペにおけ

る類像性を検討する． 
本研究の目的のため，触覚刺激間の類似度判断に基

づいた知覚空間（以下，触覚空間）を構築し，IDS発話，
ADS 発話，およびオノマトペに基づいて構築された 3
種類の言語空間との構造的な対応関係を比較した．先

行研究で指摘されているように，IDS がオノマトペを
含む類像的表現を多く含むのであれば，IDS 発話およ
びオノマトペによる言語空間の構造は，ADSによる言
語空間の構造よりも触覚空間の構造と対応することが

予想される． 

2. 方法 

2.1. 参加者 
実験参加者は，成人の日本語母語話者28名であった．
本研究は，早稲田大学の人を対象とする研究に関する

倫理審査委員会の承認を受けて実施された（承認番号: 
2026-013）． 
2.2. 触覚刺激 
竹井工業製の触覚刺激セットから12種類の素材を用

いた．刺激の選定では，実験に参加しない日本語母語話

者に 7つの触覚特徴次元（硬度，湿度，マクロな粗さ，

ミクロな粗さ，温度，快感，覚醒度）について 5 段階で

評定させた．評定結果に基づき，触覚特性が類似した素

材を除外し，12 個の刺激を選定した（図 1）．刺激の内

訳は，ガラス（1種），石材（2種），金属（2種），布（4
種），皮革（3種）であった．  

 
図 1 触覚刺激の一覧 

 
2.3. 手続き 
実験は，IDS 課題，ADS 課題，類似度評定課題から

構成された．IDS 課題およびADS 課題では，参加者は

単一刺激の触り心地を説明するよう求めた．IDS 課題

では乳児を模した人形に向けて説明し，ADS 課題では

実験者に向けて説明した．類似度評定課題では，参加者

は刺激ペアにおける触り心地の類似度を 8 段階 （-4: 
似ていない – +4: 似ている）で評価した．いずれの課

題においても，触覚刺激は参加者が視覚情報を利用で

きないように箱の中に設置された． 

3. 結果 

3.1. 分析 
発話データの分析では， IDS 課題の発話から抽出し

たオノマトペをオノマトペ条件とした．また，ADS 課

題で得られた発話全体をADS条件とした． 
オノマトペ条件では，オノマトペの母音は舌の前後

位置および高さ，子音は調音位置および様態，有声性，

共鳴性，鼻音性に基づいてコード化し，それらのコード

から距離行列が作成された． 
ADS条件では，大規模言語モデル（LLM）を用いて
発話間の意味的類似度を評定した．意味的テキスト類

似度（Semantic Textual Similarity）は，自然言語処理分野

において文書間の意味的近さを定量化する標準的な手

法として広く用いられており(Cer et al., 2017)，近年では
LLMを用いた意味類似度評価も高い性能を示している
(井本, 2024)． 
本研究では， ADS条件において，各触覚刺激に対す
る発話の組を刺激ペアごとにChatGPTに提示し，硬度，

湿度，マクロ・ミクロな粗さ，温度，快感，覚醒度の 7
次元に基づく触覚体験の類似性を 0~100 で評定させた． 
類似度課題の評定値を分析対象とした類似度評定条

件では，得られた類似度を距離に変換し，各参加者の距

離行列を作成した． 
参加者ごとの距離行列を作成した後，条件ごとに平

均距離行列を作成した．類似度評定条件に基づく触覚

空間と，オノマトペ条件およびADS条件に基づく言語

空間それぞれの構造を多次元尺度構成法（MDS）によ
り可視化した．さらに，Gromov–Wasserstein最適輸送法
（GWOT）により構造間の対応関係を検討した． 
3.2. 触覚空間と言語空間の構造比較 
 触覚空間と言語空間の類似度構造の対応を検討する

ため，RSA 相関分析を行った．その結果，ADS条件と
類似度評定条件との間には，強い正の相関が見られた．

オノマトペ条件と類似度評定条件間では有意な相関が

見られなかった（ADS: r = .84, p < .001; オノマトペ: r 
= .02, p = .86）．また，触覚空間と言語空間の類似度構造

の対応を視覚的に比較するため，ヒートマップを作成

した（図 2）． ADS 条件の構造は類似度評定条件と類
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似していた一方，オノマトペ条件では刺激間距離の差

異が比較的小さく，類似していると評定された刺激が

広範に分布していた． 
 

図 2 触覚空間と言語空間の類似度構造 

 
 
3.3. 触覚空間と言語空間の次元比較 
触覚空間と言語表現空間の類似度構造を比較するた

め，MDSを用いて両空間を二次元に配置した．言語音

空間と無意味図形空間を図 3 に示す．評定方法が異な
っていても，共通する知覚次元が認められた．第 1 次

元はマクロ・ミクロな粗さを反映し，第 2 次元は硬さ

を反映していた． 
 

図 3 触覚空間と言語表現空間の次元比較 

 

 
3.4. 触覚空間と言語空間の構造対応 
触覚空間と言語空間の類似度構造の対応関係を直接

検討するため，類似度の距離行列を用いて，類似度評定

条件とオノマトペ条件および ADS 条件の間で GWOT
に基づく教師なしアライメントを実施した． 
異なる正規化パラメータ ε および初期値に

対して合計20,000回の最適化を行い，その中でGromov-
Wasserstein距離（GWD）が最小となる解を最適解とし

て採用した．図 4にADS条件およびオノマトペ条件と
類似度評定条件との最適輸送行列を示す．GWDについ
て，ADS 条件は 0.040，オノマトペ条件は 0.051 であ
った．また，ADS条件では最適輸送計画において，す

べての刺激が類似度評定条件における同一刺激へ対応

付けられていた． 

4. 考察 

本実験では，GWOT による構造比較において ADS
条件の方がオノマトペ条件よりも触覚に基づく類似度

構造との対応が高かった．一方，MDSによる次元の可

視化では，オノマトペ条件，ADS条件，類似度評定条
件のいずれにおいても，硬さと粗さという次元を共有

していた．これらの結果は，オノマトペが触覚経験の大

まかな特徴次元を捉えている一方で，刺激間の細かな

差異や距離関係を表現する点では，ADSほど精緻では

ない可能性を示している．  
触覚空間の構造は，多次元かつ連続的である．この特

徴から，触覚空間の構造が言語空間と対応づけられる

ためには，粗さ，硬さ，湿度などの複数の特徴次元を組

み合わせ，刺激間の微細な差異までを表現できる言語

表現が必要であると考えられる．ADSでは，話者は言
語的・形態的に複雑で，意味的に多様，抽象的かつ比喩

的な言語表現を使用することが知られている(Ravid, 
2006)．そのため，本研究のADS条件では，複数の語や

修飾表現を組み合わせることで触覚刺激の特徴を細か

く説明でき，触覚空間と言語空間の構造がより高い精

度で対応づけられたと考えらえる．  
一方，オノマトペ条件では，触覚の類似度構造との対

応は限定的であった．日本語のオノマトペでは，音韻特

徴と知覚的な特徴次元との間に体系的な対応関係が報

告されているが(Hamano, 1986)，本研究の結果は，オノ
マトペにおいて想定されてきた対応が触覚空間全体の

構造を正確に保持することを意味しない可能性を示し

ている．むしろ，オノマトペの役割は，知覚空間の構造

を言語空間に忠実に写像することではなく，知覚空間

内に存在する刺激の連続的な特徴を抽出し，より単純

で少数のカテゴリへと圧縮することにある可能性があ

る．これは，知覚的にまとまりやすいカテゴリが幼児の

概念獲得に影響を与える(Gentner, 1982; Markman & 
Hutchinson, 1984) という理論的枠組みの中に位置付け

図 4 類似度評定条件に対するオノマトペ条件 
およびADS条件の最適輸送行列 
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ることができる． 
以上より，触覚空間を言語で正確に表現するために

は，刺激間の差異を保持する必要があり，言語形式の複

雑さを増大させると考えられる．本研究におけるADS
条件のような表現形式は，知覚経験を詳細に共有する

上では有効である一方，言語獲得初期の乳児にとって

は，知覚経験を一般化・カテゴリ化するという観点では

必ずしも最適ではない可能性がある．したがって，知覚

空間との構造対応が高く，類像性が高まることが必ず

しも言語習得を促進するとは限らず，オノマトペのよ

うに知覚経験を単純化・カテゴリ化した言語形式が，概

念形成や言語習得を支える役割を果たしていると考え

られる． 
本研究の参加者は，実験者によってあらかじめ指定

された触り方のみを用いて，課題を行った．一方で，触

覚刺激の触り方の違いや，参加者が能動的に刺激を触

ることができるか否かは，触覚経験やその経験に基づ

く触覚空間の構造にも影響を与える可能性がある．今

後は，参加者が探索的に刺激を触る実験手続きなどを

導入し，より豊かな触覚経験に基づく構造を検討する

ことが有用であると考えられる．また，本研究は成人の

母語話者を実験参加者とした．今後はさらに，乳幼児や

第二言語学習者を対象とした研究へと拡張することも

重要である．こうした知見を通して，触覚をはじめとし

た知覚経験と言語形式との対応関係が，発達や学習経

験によってどのように変化するかを明らかにすること

ができると考えられる． 
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